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1．総合計画

第５次総合計画は，人口減少，超高齢社会の影響を踏まえた展望を描き，社会経済情勢の変

化に対応しながら，持続可能な発展を目指した長期的な視点に立ち，総合的かつ計画的にまち

づくりを進める指針として，策定しています。

〈総合計画の構成〉

「基本構想」・「基本計画」・「実施計画」からなる３層の構成です。

■　基本構想

長期的な視点から，本市のまちづくりを進める上での将来都市像と基本理念を示すとともに，

将来都市像の実現に向けた施策の大綱を示しています。

期間　令和３年度～令和１０年度（８年間）

⑴　将来都市像

　『人がつながり　未来につなぐ　緑豊かな　笑顔あふれるまち　やちよ』

⑵　基本理念

『誇りと愛着』

市民の誰もがこのまちを愛し，誇りを持ってこのまちに暮らしたい，住んでいたいと思う，

そんな魅力あふれるまちづくりを推進します。

『共生と自立』

市民やコミュニティの自主的活動を促進し，市民と行政が互いにパートナーとして共に支え

合うまち，自立するまちづくりを推進します。

『安心と安全』

市民の誰もが生涯にわたって，いきいきと安心して暮らすことができるまち，快適で安全な

生活が送れる持続可能なまちづくりを推進します。

⑶　将来都市像の実現に向けた５つの柱

　①　ともに支え合い健やかでいきいきと過ごせるまちづくり

　②　豊かな心と文化を育むまちづくり

　③　安心・安全に暮らせるまちづくり

　④　快適で環境にやさしいまちづくり

　⑤　産業が元気なまちづくり

■　基本計画

基本構想を実現するため，重点的に実施する施策を位置づけるほか，まちづくりの基本的な

施策を体系的に示す計画です。

前期基本計画期間　令和３年度～令和６年度（４年間）

■　実施計画

基本計画において定められた施策を効果的に実施するための具体的な事業を示したものです。

期間は３年間とし，ローリング方式により毎年度見直します。
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2．人口ビジョン、まち・ひと・しごと創生総合戦略

まち・ひと・しごと創生法に基づき、本市における人口動向の分析や人口の将来展望を示す

「八千代市人口ビジョン」と、今後の人口減少に対応するため、目標や施策に関する基本的方向

などを取りまとめた「八千代市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しています。

（１）八千代市人口ビジョン

わが国の人口は平成20年から人口減少期に突入していますが、本市の人口は現在も増加を続

けており、平成31年３月末現在の約19万9,000人から、令和７年には約20万5,000人まで増加が

見込まれています。その後は減少に転じ、令和42年には約17万3,000人まで減少し、65歳以上の

人口の割合を示す高齢化率は、約25パーセントから約37パーセントになることが予測されてい

ます。

令和元年度推計値	 （各年３月末現在）

年 総人口 年少人口 生産年齢人口 老年人口

平成31年 198,965人 26,239人 123,016人 49,710人

令和７年 205,041人 25,913人 127,320人 51,808人

令和42年 172,903人 18,880人 89,312人 64,711人

※年少人口は０～ 14歳、生産年齢人口は15 ～ 64歳、老年人口は65歳以上

（２）八千代市まち・ひと・しごと創生総合戦略

（期間）

令和３年度から令和６年度までの４か年

（目指すべき展望）

八千代市人口ビジョンにおける人口の将来展望を踏まえ、合計特殊出生率を向上させ、市民

の希望出生率（1.87）、あるいは人口置換水準（2.07）と同程度に近づけること、また、若い世

代を中心とした転入超過の流れを継続させることで、令和42年時の本市の人口が、将来人口推

計値の約17万3,000人を上回ることを目標とします。

平成31年
198,965人

令和42年
約173,000人＋α

（横断的な視点と基本目標）

「継続は力なり」という姿勢を基本に、２つの横断的な視点を踏まえ、４つの基本目標を設定

し、取組を推進します。

横断的な視点１：多様な人材の活躍を推進する

横断的な視点２：新しい時代の流れを力にする

基本目標１：それぞれの結婚、妊娠・出産、子育ての希望をかなえる

基本目標２：やちよの魅力を創出し、新しい人の流れをつくる

基本目標３：魅力あるしごとをつくり、地域経済の稼ぐ力を高める

基本目標４：誰もが安心して暮らせる持続可能なまちをつくる
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3. 男女共同参画施策の推進

⑴ 男女共同参画施策推進事業

⑵ 男女共同参画センター事業

① 女性、こころの悩み電話相談

悩みを抱える女性への精神的な支援として、電話相談業務を実施しています。

令和2年度相談件数：456件

② 主催講座

③ 自主グループの育成

男女共同参画推進に向けた市民の主体的な活動を支援しています。

④ 施設の貸し出し

令和2年度施設利用実績：817人

女性のための就職サポート講座　２．採用担当者が会いたくなる応募用紙の書き方

男性の介護講座「あなたもケアメンになろう」

6回

1回

木更津の女性（ひと）
―松本英子～ペンの力で足尾鉱毒事件や戦争の悲惨さを訴える～

プチ不調は体からのサイン！働く女性のライフステージと健康

1回

1回

（令和2年度）

　男性と女性が互いに等しく認め合い、いきいきと暮らすことができる男女共同参画社会の実現

に向けて、市が行う施策の基本方針を示した「やちよ男女共同参画プラン」に基づき、男女共同

参画施策の推進を図りました。

講習室、調理室、談話コーナー、保育室を設置目的に合った団体及びグループに貸し出

しています。

男女共同参画社会づくりの推進のため、女性の再就職を支援するための講座や男性の地

域参画を推進するための講座などを実施しました。

開催回数講　　座　　名

女性のためのメンタルケア講座～不安とのつきあい方～

女性のための就職サポート講座　１．家庭と両立させるキャリアプラン

1回

1回

1回

合 計

　やちよ男女共同参画プラン第２期実施計画の進捗状況を把握するため、各事業の所管課に

対し調査を実施しました。また、計画期間の終了に伴い、市民委員と学識経験者で構成され

るやちよ男女共同参画プラン懇活会及び、庁内組織である八千代市男女共同参画推進会議や

同会議幹事会において協議・検討して、第２次やちよ男女共同参画プランを策定しました。
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4.

統計は、国や地方公共団体等の行政施策を立案する上での資料として、また、民間の市場調査

や波及効果分析などの経済活動における事業資料や個人の意思決定等に不可欠な情報です。

市では、国や県から委託された基幹統計調査等について、統計調査員等の協力を得て統計調査

の真実性を確保し、社会の情報基盤として適正かつ公正な統計が得られるよう統計調査の実施に

努めています。

　また、八千代市に関する統計データや基幹統計調査の結果等について、市のホームページに

「八千代市の統計」として掲載しています。

⑴　千葉県年齢別・町丁字別人口調査

　 毎年4月1日現在の住民基本台帳法に基づく登録人口について、各市区町村の年齢別男女

別人口並びに、町丁字別の世帯数、男女別人口及び年齢3区分別人口を明らかにし、各種行

政施策等の基礎資料を得ることを目的に実施しています。

⑵　学校基本調査

学校に関する基本的事項として、幼稚園、幼保連携型認定こども園、小中学校、高等学

校、専修学校等を対象に、園児・児童・生徒数及び教職員数、卒業後の状況、施設状況等を

調査し、学校教育行政上の基礎資料を得ることを目的として、毎年5月1日現在で実施してい

ます。

⑸　経済センサス調査区管理

　事業所及び企業を対象とする各種統計調査の基礎資料とするために実施する経済セン

サスの調査区について、平成21年経済センサス-基礎調査で設定した調査区を基に、

調査区の見直し及び必要な修正等を、令和2年6月1日を基準日として実施しまし

た。

⑶　工業統計調査

製造業に属する事業所を対象に、事業所数・従業員数・出荷額・原材料額などを調査

し、我が国の工業の実態を明らかにすることを目的に、令和2年6月1日を基準日として実施

しました。

⑷　2020年農林業センサス

食料・農業・農村基本計画及び森林・林業基本計画に基づく諸施策並びに農林業に関す

る各統計調査に必要な基礎資料を整備することを目的に，令和2年2月1日を基準日として実

施した、2020年農林業センサスの調査集計結果の整理を行いました。
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る各統計調査に必要な基礎資料を整備することを目的に，令和2年2月1日を基準日として実

施した、2020年農林業センサスの調査集計結果の整理を行いました。

⑼　千葉県毎月常住人口調査

千葉県内に常住する人口の動態を明らかにし、県内市区町村別人口資料や各種行政施策等

の基礎資料として活用するため、市区町村における毎月末日現在の住民基本台帳法に基づく

１ヶ月間の移動状況の調査を実施しています。

⑹　令和３年経済センサス－活動調査準備

　全産業分野の売上（収入）金額や費用などの経理項目を同一時点で網羅的に把握し、事業

所等の経済活動を全国的及び地域的に明らかにするとともに、事業所等を対象とする各種統

計調査の母集団情報を得ることを目的に、令和３年６月１日を基準日として行われる令和３

年経済センサス-活動調査を円滑かつ正確に実施するため、調査方法の確認や調査区の設定

等の準備を行いました。

⑺　令和２年国勢調査

　国内の人口、世帯の実態を把握し、各種行政施策その他の基礎資料を得ることを目的に、

令和２年10月１日を基準日として、令和２年国勢調査を実施しました。

⑻　統計調査員確保対策事業

　統計調査員の選任が困難となっている現状を改善するため、あらかじめ統計調査員となる

意思を有する者を登録し、統計調査員の確保に資するとともに、その資質の向上を図ってい

ます。

◎令和２年度統計調査事業一覧

調　査　名 所　　管 基　準　日 備　　考

千葉県年齢別・町丁字別人口調査 千葉県 令和２年４月１日

学 校 基 本 調 査 文部科学省 令和２年５月１日

工 業 統 計 調 査 総務省及び経済産業省 令和２年６月１日 調査員調査

2020年 農 林 業 セ ン サ ス 農林水産省 令和２年２月１日 集計結果整理

経 済 セ ン サ ス 調 査 区 管 理 総務省 令和２年６月１日

令和３年経済センサス－活動調査準備 総務省及び経済産業省 令和３年６月１日

令 和 ２ 年 国 勢 調 査 総務省 令和２年10月１日 調査員調査

統 計 調 査 員 確 保 対 策 事 業 総務省 年間

千 葉 県 毎 月 常 住 人 口 調 査 千葉県 毎月月末
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＜令和２年度の事業＞

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止）

令和元年度 ： 3,081人（1,662件）

令和２年度 ： 2,262人（1,609件）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止）

こども親善大使国際平和展（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止）
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＜令和２年度の事業＞

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止）

令和元年度 ： 3,081人（1,662件）

令和２年度 ： 2,262人（1,609件）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止）

こども親善大使国際平和展（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止）

６．シティプロモーション

本市の恵まれた自然や歴史、特産品、イベントのほか、地域の観光資源の魅力などを活用し、

市の魅力を創造するとともに、様々な機会を通じて市内外へ発信し、本市の認知度やイメージ

の向上、本市に対する誇りや愛着の醸成に努めることで、交流人口や定住人口の増加を図り、

人口減少の抑制に向けた施策を推進します。

〈令和２年度の事業〉

市公式SNSを活用した市の魅力発信

市内外に市をPRするため、魅力情報やタイムリーな話題を発信するFacebook「千代に八千代

に続くまち」と市民の皆さんと気軽に情報をキャッチボールできるTwitter「八千代の魅力100

の質問」を運用しています。

人口20万人到達記念結婚祝い記念品贈呈イベントの実施

「いい夫婦の日」に市に婚姻届を提出したご夫婦に、バラの生花に金属製の咲き続けるバラ・

メタルローズを組み合わせた花束を贈呈し、市の花「バラ」を活用した市のイメージアップを

図りました。また、このような取り組みを行い、市民に向けてPRすることにより、市民の市に

対する愛着と誇りの醸成を図りました。
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和33

https://www.city.yachiyo.chiba.jp

Twitter https://twitter.com/yachiyo_shi

  

7.

　市の業務、制度や施策、テレホンガイド、市内の地図などを掲載しています。市内全戸配
布。転入者にも配布しています。市ホームページでＰＤＦ版が見られます。
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和33

https://www.city.yachiyo.chiba.jp

Twitter https://twitter.com/yachiyo_shi

  

7.

　市の業務、制度や施策、テレホンガイド、市内の地図などを掲載しています。市内全戸配
布。転入者にも配布しています。市ホームページでＰＤＦ版が見られます。

⑻　「市民対話」

①　市長対話 団体・グループを対象に、市長が市の施策等を説明し、意見交換を行い
ます。

②　市長講話

　市民参加型の市政運営の一環として、多くの市民の意見を聴き、かつ、市民の市政に関す

る理解を深めてもらうため、市長自らが市民と直接対面し、意見交換などを行います。

団体・グループを対象に、市長が市の施策等について講話を行います。
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8.

⑶　次期基本計画及び推進計画の策定

　上記「（１）基本計画」及び「（２）推進計画」は、令和２年度で期間満了となりました

が、引き続きICTの利活用を推進することにより、より良い行政サービスを提供するため、

「八千代市ICT利活用推進指針」及び当該指針に基づく具体的な取組項目を示した「八千代

市ICT利活用推進計画（令和３年度版）」を新たに策定しました。

から

毎年度見直しを行います。
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8.

⑶　次期基本計画及び推進計画の策定

　上記「（１）基本計画」及び「（２）推進計画」は、令和２年度で期間満了となりました

が、引き続きICTの利活用を推進することにより、より良い行政サービスを提供するため、

「八千代市ICT利活用推進指針」及び当該指針に基づく具体的な取組項目を示した「八千代

市ICT利活用推進計画（令和３年度版）」を新たに策定しました。

から

毎年度見直しを行います。

9.

　今後は、既存システムの運用管理に止まらず、高度な情報処理技術を背景に多様化・広域

化する住民ニーズ等に的確に対応した「個別的な情報システムから総合的な情報システム」

への移行を進め、高度情報化社会にふさわしい総合行政情報システムの形成を目指します。

　また、情報技術、環境が激変する中で情報システムの運用管理は、現代の情報社会におけ

る安全性、安定性、信頼性を支えている根幹であることから、「八千代市情報セキュリティ

ポリシー」等により、システムの徹底した安全管理と円滑な運用に最大限配慮しています。

から

から本

から

に

には、

から
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　電子掲示板、電子書庫、会議室予約、
テレワーク、WEB会議等

第４章 総 務 部 市勢

議会

1. 歴代三役 総務企画部

2. 行政組織図 総務部

3. 情報公開 健康福祉部

4. 個人情報の保護

5. 総合防災 生涯学習部

6. 市民組織への助成 安全環境部

7. 市民相談

8. 防　犯 産業活力部

9. 路上喫煙の防止 選挙管理委員会

10. 市民活動団体支援金交付制度 監査委員

11. 市民活動サポートセンター 農業委員会

12. 消費生活 教育委員会

13. 戸籍・住民登録・旅券（パスポート） 消防本部

14. 人事・給料 上下水道局

15. 職員研修 その他

－ 44 －


